










要約   川崎病の急性期にγグロブリン大量療法(IVGG) の補助療法として

Pentoxifylline(PTX)の経口投与を行った。冠動脈病変の併発は, IVGG のみの群は 17 例

中 4 例(23.5%),PTX 併用群は 12 例中 1 例(8.3%)であった。川崎病 4 例とインスリン依存

性糖尿病 1 例に円 X を 20～30t 川すル g/d み 3 日間経口投与し,内服後 2 時間の血中濃度

を測定した。円 Xの血中濃度は感度以下(10 未満)～129ng/ml,PTX の代謝産物である BL194

の血中濃度は 6l～601mg/ml であり,症例により大きく異なった。


